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　Pepton　media　alolle　and　pel）ton　modia　added　with　lactose，　dextrose，　saccharose　飢1d　rice

flour　respectiveIy　were　inoculated　witII　E，　coli　O111B4　（Stoke　W　aud　Yazinユa），　E．　coli

Oss　Bs（18027a，　Yarnashita，　Yoshizawa戊Ilaudo鋤d　A段i）aud　several　stl’ai’ 獅刀@of　E．　coli，

isolated　from　thG　feces　of　healthy　infants，　a〕ld　they　wore　incubated　anaerol）ically　f（）r　120

hours　at　370C．　H2S，　tYramine　and　histamine　produced　in　theseエme（lia　were　qualitatively　tested，

and　th・ii皿・unt・f　ind・1・ncl　INHg．　was　quantitativ・1y　d・†・m・｛・1・d　with　the　ch・n戚・・f　pll．

In　the　experiments　of　amines　Polytam｛n　　（c乳seiu　formentatively　hydrolysated）　、、・as　used，「工he

results　are　given　in　Table　1，2，3，4aud　5．

　　　　　　　　1．緒　　　言

　乳幼児の急性下痢症の原因として，刊．coli　Ol1’1

B，t，（の　E．　eoli　o55B5（β）及びE．　eoli　o211B｛ハ

（Hall）①②◎④①⑥と言う特殊の大腸菌が問題とな

つてきたのであるが，多くの調査研究に示す⑦③⑨⑩

ように，急性下痢症の原因となる大腸菌は決して，こ

れだけではなくて今後多数に見出されるであろうと思

われる。而して大腸菌が急性下痢症をおこすときに，

乳幼児の腸壁の中にまで侵入して，病変を起すのでな

い⑩⑪とすれば，当然大腸菌の菌体内毒素及び大腸菌

が腸管内で産生する毒物の毒性が，急性下痢症の直

接の原因であろうと考えられる。叉ここで更に大腸菌

の菌体内毒素が著しい毒性がない⑫と仮定すれば，大

腸菌が腸管内で産生する多蓮多様の毒物が重視される

のである。言うまでもなく，これらの毒物は決して一

種類のものではなくて，夫々の毒物は単独では毒性を

示さないような少量ではあつても，多種類であるので

全体として相当の毒性を示すことがあるのではないか

と考えられるのである。

　しかし（1）大腸菌は小腸の腸管壁の中にまでは侵

入するものではない。（2）大腸菌の菌体内毒素の毒性

は著しいものではない。の2つの仮説は，これは直ち

に承認出来ず，これに反対する人⑲もある。とにかく

高津教授は年来腸内腐敗による毒物産生を重視し，そ

の毒物の毒性について研究を続けてきた⑭⑮。

　そこで私達は昨年，腸内細菌が牛乳或は母乳を腐敗

させた時に，どんな毒物が，どれ程産生されるかを試

験管内で実験し，その成績を発表した⑯⑰。ところが

細菌による蛋白質の腐敗産物は，菌の稲類，その株，

菌の新しさ，培地の組成，培養温度，酸累の有無によ

つて，その種類と量が著しく変化するものであり，極

めて複雑なものである。従つて腸内で細菌により産生

される毒物の種頬とその量は，腸内細菌の種類とその

人の食餌の組成によつて著しく変化するのである。食

餌の組成は叉細菌の種類をも変化させるので，益i々複

雑となる。乳幼児の腸内でも，ある条件さえ揃えば，

腸内の腐敗産物が思わぬ毒性を示すことも十分ありう

ることであろうと思われる。それ故私達は今回は，そ

の条件を明らかにする実験の一部として，当教室で分

離したE．coli　olt1，055及び其の他の普通大腸菌の

数株について，これらの大腸菌によつて産生される硫

化水索，アンモ＝ア，インドール，ヒスタミン及びチ

ラミンがブドウ糖，乳糖，庶糖及び穀粉（ビォスメー

ル）と言う含水炭素によつて，いかなる影響を受ける



かを試験管内で実験したので報告する。

　　　　　　　2．実験材料及び方i：““；”

　用いた大腸菌は且coli　O111（Stoke　W及び矢島

株），瓦coli　Or、　r，（18027a，　i．EI下，吉沢，半藤及び新井

株），E．　coli　commlmior（NC，　SO，　YO及びOC株），．

E、coli　COmmunis（AC及びK（）J）及びE．　c・】t　nea

Politanum（MC）である。　E・coli　Ollt及びE・coli－

Orr，以外は健康乳幼児より分離したものであるθ

　培地は硫化水素，デシモニア及びイソドールの産生

をみるためには4％ペプトソ水を用い，ヒスタミソ及

びチラミンの産生をみるためには5％カぜイソ水解物

（ポリタミン）を用いた。添加した含水炭i素はブドウ

糖，乳糖及び庶糖は4％に，ビォスメ＿ルは3％に加

えた。これらは試験管に1000ずつ分注し，その上に流

動パラフイソ2ccを重層し，・IOO”C　30分，1日1回で

3回減菌kた。　　　　　・

　細菌の接Wtex，これらの大腸菌を普通寒天の斜面培

地に37。Cに24時問培養し，その菌苔を10・Cめ滅菌生

理的食塩フkに浮泌させ，その2滴ずつを夫々の培地中

に浦下して，直ちに37°Cにして培養した。即ち菌量

は約0ユm9ずつ接種したことになる。これを各培地，

各細菌につき12本ずつ作り，培養翌日，第3日，第5日

目に1本ずつ取出し，pUは東洋濾紙pll試験紙で，硫

化水素は線栓にはさんだ鉛糖紙の黒変度で定性し，ア

ソモニ．アは1〈rilger氏法で，イソド・・ルは沢田氏法で

夫々定量した。アミンはペーパP・。クロマトグラフイ

で定性したo碕pllを調べたのはアジモニア，　硫化

水素，インドール及びアミンの産生はpHと密接な関

係があるからである。

　　　　　　3．実験成績及び考按

　（1）pHは第1哉のようであり，含水炭素を含まな

い4％ペプトソ水ではどの株でも，始めやX低下する

が，再び上昇する。即ち醗酵は殆んどなく，除々に腐

敗が進むためであろうと思われる。乳糖及びブドウ糖

では初日に…箸しくpnが低下し，その後は僅かに低

下する。そしてブドウ糖は乳糖より低く，より醸酵し

易いようである。蕪糖は乳糖より一層pllは高く7一

層醗酵しがたいためと思われる。間大腸薗のIRミ糖分解

能は株により異り，MOは他のものに比してやs蕪糖

〉ゴ解能が少く，KGは殆んど簾糖を分解しないようであ

る。矢島，｜圷ド及び吉沢株はAt1　amが9・　act’：lmrose－

・顧rerと言つたが，ペプトン水では将にOCに比して

蕪糖分解能が大きいとは思われない。ビォzメ＿ルで

はpHは一層高く，ペプトン水のみに比しても高く

なつている。

　（2）インドールは第2表に示すように乳糖及びブド

ウ糖では第5日目まで全く認められず，願酵し易い糖
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は明らかにインドールの産生を阻止する。簾糖及びビ

オスメールはイソドールの産生を促し，藤糖では初目

に比して第3」5日目にはイソドールがやs増加してい

るが，ビオスメ　一一ルでは初日が最も多く第3，5日目は

やX減少している。ビナスメー一ルはイyドールの産生

を促し，その産生量を増加させることが明らかである。

ペプトン水のみの時はこれらに比してインドールの産

生量は少く，第5日目までだんだん増加している。

　イソドー一ルの産生はトリプトフアナーゼ（インドー・

ル形成酵素）によつて作られるが｝始めはpHがこの

作用を定めるもので，ブドウ糖のような醸酵性の糖が

あつてpHが低下するとインドールが産生されず，

pHは8が至適であるとされた⑭。　Lかし，その後ブ

ドウ糖がある時はたとえpllが高くてもインドールは

産生されずインドー・・ル酢酸となり）ブドウ糖がなくな

ると始めてインドールが産生されることが分つた⑱。

又これはトリプトプアナーゼの助酵素はポリグリコシ

ツド形成の助酵素と同ndのもので，ピリドキサール燐

酸に外ならず，従つてインドール産生と醸酵との両反

応系の間に本助酵素の争奪がおこり，醸酵系の方が強

力で，まずこれを使用するために，醸酵中はイソドー

ルの産生がみられないことが明らかとなつた⑮。

　藤糖及びピオスメールがイソドールの産生を著しく

増加させる灘由は来だ明らかでないようである。爾大

腸菌がスカトールを産生するのは痕跡程度であり⑱，

スヵトールの毒性は弱いものであると言う⑲。

　　この成績かち腸内のイン・・一ドル産生は醗酵し易い乳・

糖或はブドウ糖を大量にとれば，或る程度抑制される

のではないかと思われる。叉1！1ミ糖及びビオスメ‘一ルは

この買的には不適当であろうと考えられる。

　（3）アンモニアの産生は第3表に示すよう『こ，乳糖

で最も少く，ブドウ糖がこれに次ぎ，蕉糖及びビオス

メ・一ルはアソモニアの産生量を増加している。殊に矢

島，山下及ひ吉沢株はその産生量が多く，藤糖及びビ

オスメー一一ノレを加えた時に特セこ目立つて多い。これは既

に牛乳の培養で証明し，発表した通りである◎。

　　アンモニァはアミノ酸からの脱アミノ反応によつて

産生され，その方法はアミノ酸の酸化，還元，不飽和

化，加水分解など数種の方法がある⑳が，一般V＝　pl－1

が低下すれば脱アミノを抑制するようである。GtLle⑳

　は大腸菌のもつているグルタミソ酸の脱アミノ酵素に

　ついて，その至適pHは8であるとしている。従つて

　この実験でも大休pHが高い程アンモニアの産生に

　は都合がよく，熊糖及びピオスメールではアソモニア

　の産生量が多い。しかし乳糖はブドウ糖に比して，や

　Spllが高いのにアソモニアの産生鍛はブドウ糖より

　少い。この事実は乳糖め特有の優れた点かも知れな

　い。
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Table．1，　p　H Table　2、1ndol　mg／〔il

4％Pepton　media

Strain

D乱te

Yazima
Yamn8hita

Yo8hizawa

　，SO
　　NC
　　YC
Bao（一）

24hrs 72hr8 120hrs

6．6

6．8

6．8

6．6

6．8

6．8

7，4

4　％　　Pepton　nledia

　　f1｛ld　e（1　1」actose

YIじzi．ma

Yamashita

YoshizaWa

　　8C
　　NC
　　YC
Bac（一）

．5．8

5．8

5．8

5．6

　6．0

5．6

　7．0

5．4

5．6

5．4

5．6

5。6

5．4

7．0

5．4．

5．4

5．4

5．6

5．6

5．4

7．0

4％ Pepton　nもedia
　　acld’ed．1）extrose

Yazima
Yamashita

XO眉hizawa

　　OC
　　MC
　　I〈’C

Bac（一）

4％　　Pepton　media

　added　l　accharose

Yazima
Yamashita

YOshizawa

　　OC
　　MC『

　　KC’
Bttc（一）

5，8

5．8

5．9

5．8

6．8

6．8

7．6

4タ∠　Pepton　n〕edia

　added　rice　f］Our

tS「thziTna

”tt允lna8hita

Yoshizawa

　　OC
　　MC
　　KC
BaC・（一）

7．0

72
7．0

7，2．

7，2

7、0

8．0

一

4　％　Pepton　media

．＼＼Pate

Strain　＼
1’a2in］a

Yanmshit．a

Yoshi’zawa

　　lc

　　NC
　　YC
Bac（一）

24hrs 72hrs 120hrS

1．87

1．87

2．34

2．62

1．25

2．34

　0

3．25

5．00

5．31

4．06

5．06

3．90

　0

5．12　’

5．43

5．43

4．06

5．43

525

　0

4％P．　epton　medif

　　adde（1　LaGtose

Ya2i．nltも

Ynmia日hi．t：1

Yoshizawa

　　SC

　　NC
　　Ye
BaG（一）

4％Pepton　media
　added　Dextrose

Yazima
Yamashita

Yoshizaw‘じ

　　00
　　MO
　　KC
Bac，（一）

0000000

4％　Pepton　media
　added　Sacch｛Lro日e

Yazima
Yashita

ft　oshiz糺wa

　　OC
　　Mc
　　K．O

Rac，（一）

4．79

1．72

4．45

4．45

3．42

3．97

　0

6．85

5．13

4．99

4．99

8，22

8．90

　0

5．48

4．79

5．68

7，53

8．90

8，22

　　0

4　％　．］Pepton　media

　added　rice　flour

Y‘Lziln‘l

Yamtsghita

Yos］liz　a｝Na

　　OC
　　Mc
　　KC
］玉｛LO．（一）

7、53

6．85

・7．53

6．50

5，82

8．22

　0

7．53

8．56

5，48

5，82

5、34

5．82

　0

5ユ3

5、82

5．48

5．82

58．2

5．48

　0

ぷ

○．L九Gtose，　Dextrose　and　SaGcharose　were　respeGti▽ely　added　4％into　Pepton　media，　and　riCe

　　　f］011r　3％．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　、

O　Ya2ima　8tr｛じin：E．　coli　O111；　Yamashita　and　Yoshiz：匙wa・8trai田：E．　Goli　O55；Nq「SO，

　　　yC　t　ntl　OO　l　Coll　communior；AC　and　I〈C：Ooli　communis；MC．：Ooli　neapolitanum・
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Table　3　　NH，g　Ing／dl Ta正）1¢4　H2S

4　タ∠　　Pepton　media

「頂te

Ya“tirntL

Yam，fLshita

Yoshizawa

　sc
　NC
　YC
Bao．（一）

241n’s　　　72hrs　　　120hrs

1．70

0．85

0，85

0

0

0．85

0．

2．55

2．55

5．95

1．70

1．70

L70

0，85

4．25　s
4・25

6．80

2．55

3．40

3．40

0、85

Yazima
Yamashita

YoθhizaWt

　gc
　NO
　YC
BaC．（一）

Yazima

Yumashita

Yosh毎乳wa

　OC
　MO
　KC
BaG．（一）

4　タ多　　PeptOn　me｛lia

　a（1《〕led　　I」actose

0

0．85

0

0

0

0

0

0　　　　0
0．85　　　　　0，85

0　　　0．85

0　　　　．0

0　　　　0

0　　　　0

0　　　　0

4％　　Pepton］lle（！i！L

　added　Dextrose

0

0

0．85

0

0

0．85

0

0

0

0

0

0

0185

0

『4％Pepton　medii．

　ndded　Sacchi↓rose

Yazima
Y｛Ln〕ashita

Yo8hizawa

　OC
　MO
　KC
Bac．（一）

Yazima
Yamashita

Yoshi2awa

　OC
　MG
　Kc
Bae・（一）

5ユ0

5．ユ0

5ユ0

2．55

0．85

1．70

0

1．70

0．85

3、40

1．70

0．85

0．85

0．85

3，40　　　　6．80

4．25・“　　　11．90

2．55　　　　9，35

3．40　　　　4．25

0．85　　　　　2．55

0．85　　　　　3．40

　0　　　0．85

4％ P（）1）tOll　nieLlia

added　rice　flour

男．55　　　　3．40

2．55　　　　5．95

0．85　　　　2．55

0、85　　　1，70

1、70　　　　2、55

1，70　　　　2．55

0　　　　0

5110

6．80

7．65

2．55

3．40

3，40

0．85

　椅ブドウ糖，グリセリソがアソLr一ニア産生を阻止す

るのは，pHが低下するためとされているが⑳，アソ

モニアは大腸菌によつて，よく利用されるものであつ

て，培地が酸性で糖があるとアンモニアが充分に利用

されるであろうことも考えられる。

4％ Depton　media

＼　　　　1）ate
24hr8　　　72hr8　　120hr8

Strain

Ya崩ma （一）　　（士）　　（十）

Yamashita （一）　　（一）　　（十）

Yoshizaw“ （一）　　（±）　　（十）

sc （一）　　（士）　　（十）

NC （一）　　（士）　　（十）

YO （一）　　（士）　　（十）

RaG．（一） （一）　　（一）　　（一）

4％ Pept・unedia
恨lded　Lactose

一Yazima （一）　　（一）　　（一）

Yama8hita （一）　　（一）　　（一）

Yo8hizawa （一）　　（一）　　（一）

SC （一）　　（一）　　（一）

NC
xC

（一）　　（一）　　（一）　　　　　　　　　　　　“

i一）　　（一）　　（r）

B｛tC．（一） （一）　　（一）　　（一）

4％ DeptOn　media
似1ded　Dextrose

㊨Yazima （一）　　（一）　　（一）

Xama曲ita （一）‘ @（一）　　（一）
Yoshi2awa （一）　　（一）．　（一）

OC （一）　　（一）　　（一）

Mo （一）　　（一）　　（一）

KC （一）　　（一）　　（一）

BぴG．（一） （一）　　（一）　　（一）

4％ PeptOn　media
added　SaocllarO8e　　　　「

Ya2ima （一）　　（一）　　（士）

Yamashita （一）　　（一）　　（一）

Yo8hizawa （一）　　（一）　　（一）

O’C マ（一）　　（一）　　（士）

MC （一）　　　　（一）　　　　　（一ン

KC （一）　　（一）　　（十）

Bao．（一） （一）　　（一）　　（一）

4％ PeptOn　media
added　rice　f1011r

Y頑ml1 （十）　　（十）．　（十）

Yaml18hittW （▲）　　（十⊃　　（十）

YoshizaWa （±）　　（十）　　（十）

OC （士）　　（＋）．　GD

MC （士）　　（＋）　　（廿）

KO （士）　　（士）　　（十）

Bae・（一） （一）　　（一）　　（一）

　（4）硫化水索の産生は第4表に示すように乳糖及び

ブドウ糖では全く出ず，藤糖では第5日目に僅かに見

られる。ビオスメールは硫化水素の産生を著しく増加

させる。

硫化水素はメチオニンからは生ぜす，チスチンがチ
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ステインとなり，これにチステインデスルフラーゼが

作用してジ硫化水素がアンモニアと等量に産生され

ると言う⑳。この培地にブドウ糖，乳糖，藤糖等或は

其の他の還元剤があると，硫化水素の産生は阻止され

て，メチルメルヵプタンとなる⑳。メルカプタンも幾

分の毒牲があるζとは言うまでもない⑲。

　（5）ヒスタミン及びチラミソの産生はペーパー・ク

ロマトグラフイで定性したのであるが，ポリタミソの

中には黄褐色の着色物質があつて，これが，両アミン

のヂアゾ反応による検出を著しく妨げた。叉夫々の

Rfもいつも純ヒスタミソ及びチラミンの対照と一致

すると限らず，判定に苦しんだ。しかし常にヒスタミ

ソ及びチラミソ結晶のべ一パ・…　クロマトグラムの対

照と比較し，ニンヒドリソの呈色反応を併用して，大

体誤なく定性出来たものと思う。

　第5表に示した成績は，培養翌目，第3，第5日目の

ポリタミン中のヒスタミン及びチラミンを検出し，そ

の中で最も多いものをもつて示した。

　アミソはアミノ酸の脱炭酸によつて産生されるが，

このデliiルボキシラーゼは天然型アミノ酸の夫々に特

異的なものである⑲とされ，その中リヂン，オルnチ

ソ，チロジン，グルタミン酸のデカルポキシラーゼは

助酵素としてビリFキサTル燐酸をもつが，ビスチヂ

ンのそれはこの助酵素を必要としないと言う⑳。

　碕大腸菌はアルギニン，リヂン，ナルニチンsヒス

チヂソ，グルタミン酸，それにしばしばチPtヂンに対

する特異的なデカルボキシラ”・・ぜをもつが，菌株によ

つて，この分布は非常に変異し，これらの全酵素を

持つものもあれば，2つ叉は1つ，或は全く持つてい

ない菌株もあると言う⑳。叉佐竹氏等藝は食晶の腐敗

菌としての大腸菌のアミン産生能を調べ，菌株によつ

て著しい差があることを知つた。

　Gale⑳は大腸菌のグルタミン酸のデカルボキシラ

Pt一 [の至適pHは4であるとしたが，平井氏＠は好

気性乳酸菌のチロヂソのデカルボシラーぜではpHは

6－7が至適であり，pH5ではチラミンの産生は減少

し，4では全く産生されなかつたので，実験条件によ

つて至適pHは定るものであるとしている。　しかし

一般に醗酵性の糖があつて，p耳が4－5であるのが

最もアミソの産生量を増加させるようである＠。

　私達のえた第5表の成績では，各菌株共に多少の相

異はあるがヒスタミン及びチラミンを産生する・ようで

あり，乳糖及びブドウ糖を加えた時にアミyの産生が

増加している。殊にブドウ糖は乳糖よりアミンの産生

を促すようである。B．　coli　Olll及び且co］i　o禰が

他の大腸菌よりアミソの産生能が大であると言うこと

は，この成績からは明らかでない。藍糖及びビオスメ

・・ 汲ﾍアミンの産生には無関係であるらしい。

　碕前回⑩アミンを多く産生した吉沢及び矢島株は予

想に反して，アミンの産生が少く，これは菌株によつ

ては継代培養申にアミソ産生能を失うものもあると言

うから㊧，この菌株もアミソ産生能が滅弱したものと

思われるoこれについては更にワールブルグ検圧計を

用いて検討するつもりである。

　以上大腸菌によるペプトンの腐敗産物としてのイソ

ドi　ptル，アンモニア，硫化水素，ヒスタミン及びチラミ

Table　5．　Tyramine　and　Histamine

added 5％Polyt晒in Po】ytamin Polytamin Po】ytlm・in
Po1アtamin

誠（1ed

Ct、rbohydrate on1ア added　Ltしctose 三Ldded DextrO日e 1しdded SaCGII〈Lro8e rice flowr

　．≠高撃獅?W
傭｝y Hi8t Ty Hist Ty Hist Tア Hist Ty Hi8も

8t跳iロ

Stoke　W （一） （一） （＋） （十） （＋） （＋） （＋） （一） （＋） （一）

Yltzima （一） （＋） （士） （土） （士） （土） （＋） （＋） （士） （一）

18027a （一） （一） （土） （＋） （一） （升） （一） （士） （＋） （一）

“Yoshizawa （一） （＋） （＋） （＋） （一） （士） （一） （一） （土） （一）

H｛しndo （一） （＋） 　　ri一） （十） （一） 〔十） （一） （＋） （一） （一）

Arl、i ・（一） （＋） （＋） （＋） （＋） （＋） （＋） （＋） （十） （＋）

NC （一） （士） （＋） （＋） （一） （＋） （一） （一） （士） （士）

SC （一） （＋） （＋） （士） （＋） （一） （＋） （一） （一） （＋）

YC ●　・　● ・◆　■ （一） （＋） ‘　・　・ ■　．　・ （士） （一） （士） （一）

AC （一） （＋）’ ・　．　・ 9　．　・ （＋） （冊） ■　■　． ●　、　・ ．　・　． ■　■　．

Ost・ke－W：孔c・1i　o川；18027－・，　Hand・・ndム・ai　：　Er・・li　Q・，r｝



ンの産生に及ぼす乳糖，ブドウ糖，煎糖及びピオスメ

ールの影響について，その成績を，考察を加えつつ述

べたが，この結果を臨床li勺に応用するセこは簡多くの実

験を続けなければならない。即ち例えば庶糖及びビナ

スメールは大腸菌によるペプトンの腐敗産物を増加せ

しめるとしても，生休に与える時1は蕪糖はブドウ糖と

果糖に，ピオスメール申のデンプソはブドウ糖に加水

分解されるであろうし，蛋白質を強く制限するときは

ビオスメt’一ルは細菌の増殖を強く抑制するであろ5か

らである。しかし腸の内容がアルカリ1生になるような

所謂腐敗性下痢ではインドール，硫化水素及びアソモ

mアが増加し，反対に酸性となるような所謂醸酵性下

痢ではアミンが産生される可能性があるであろうこと

は想像されよう。

　㎡最近β乳糖㊨を入手したので，これと滋養糖（DeX－

’t「in－“laltose），及び蜂蜜についても同様の実験をした

いと考えているo

　腸内腐敗の研究は新潟大桂内科の高頭氏⑳が腸内腐

敗が酸毒症（AGidosis）をおこし，そのためビタミン

B1の利用率が減少して，尿中に漏中する機転につい

て報告しており，東大の高橋氏⑳は腸内に産生される

アミソ類が肝障碍をおこし，肝硬変症の原因となる可

能性について検討している。叉九大の友田教擾⑩は胃

を切除した者では小腸内の腐敗がおこり，その腐敗産

物により肝障碍がおこり，ビタミンB12の利用率が低

下して，悪性貧血の原因となると報告した。叉腐敗菌

ケによる蛋白質の腐敗産物申のアミンの毒性については

千葉大の宮木教授等⑪の報告がある。

　腸内腐敗の研究は乳幼児の急1生下痢症のみならず》

広く多方面と関iがあり，興味ある課題であると考え

られる。今後更に細菌の増殖の速さも考慮しつつ，実

験を続けたいと思つている。

　　　　　　　4．総括及び結語

　Ecoli　Olll　B．t，　E　coli　o5ポB5及び其の他の普通

大腸菌が蛋自質を腐敗させ，産生する毒物，即ちイソ

F“　一一ル，アンモニア，硫化水素，ヒスタミン及びチラ

ミンの量が，乳糖，ブドウ糖，熊糖及びビオスメール

（白米粉〉によつて，いかなる影響を受けるかを知るた

めに，4％ペプトン水或は5％ポリタミシ液に乳糖，

ブドウ糖及び熊糖は夫々4％に，ビオスメールは3％

に添加して，試験管に分注し，数種の大腸菌を夫々接

種して，これを37°Cで嫌気性に培養し，24時間後

72時間後，120時間後の毒物の産生量を測つたo

　その結果，ブドウ糖はpH．が42－4．6となり，大腸

菌によるインドール，及び硫化水索の産生を完全に阻

止したが）アンモ＝アは僅かに産生された。しかし一

方アミンの産生には最も適していた。乳糖はpH　5．4－

6．0で，大腸菌によるインドール及び硫化水素の産生

57－（195）

を完全に阻止し，アンモニアの産生はブドウ糖より少

かつた。叉アミソの産生もブドウ糖より少いので，乳

糖は腸内の腐敗性毒物の産生を阻止するのに都合のよ

い糖であると考えられた。

　簾糖ではpHは，これを分解しうる大腸菌と，分解

しえない大腸菌とで著しく相異するが，大体5・8－7・0

で，硫化水素の産生をやS抑制したが，インドール及

びアンモニアの産生を増加させた。アミンの産生には

大きな影響はなかつた。ビオスメールではpllはペプ

トン水だけのときよりやx上昇し，7・O－8．0であり，

大腸菌によるアンモニアの産生をやら硫化水素及び

インドールの産生を著しく増加させた。アミンの産生

には著しい影響がないようであつた。

　　（高洋敵授の御指導と御校閲を深謝し，静注用ポリ

タミンをいたX“U・た武田菊刷こ感謝する。）

　　（本論文の要旨は昭和28年6月13日第62回日本小児

科学会東京地方会及び翌14日第5回同甲信地方会で発

表した。爾本研究は一部文部雀科学研究費で行つた。）
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